
戦争法案の強行採決に抗議行動
連日500名以上が小倉駅に

16日、17日、18日と9・6集会実行委員会

主催の戦争法反対の抗議行動・リレートー

クが小倉駅前であった。予想を超える多く

の市民が集まり、街宣というより、市民集

会のようになった。18日も、戦争法案強行

採決に、多くの市民が怒りの集会を開いた。

小倉駅デッキ、18：00～19：30。さよなら

原発161回目の街宣と共に訴えた。戦争法

案を強行採決し、原発を再稼働する安倍政

権を許さない！

９月19日、午前２時18分、戦争法が強行

採決され成立した。しかし、われわれの闘

いは、変わることなくつづく。

安倍政権が、国民の意志を踏みにじり、

暗い戦争の道に誘うならば、国民の力で、

民主主義の力で戦争の道を封殺し、私たち

は「平和を愛する諸国民の公正と信義に信

頼して」平和の大道を切り拓いて行けばい

いのだ。私たちには、それだけの意志と能

力がある。

平和をあきらめない@kita9

９月23日、若者（FYMkita9）が主催する”

平和をあきらめない@kita9”は、まさに、

安保法制を廃案にする！ここからはじまる

市民集会となりました。みんなで楽しんだ。

こころもワクワク、ひとつになった。若い

人のスピーチがそれぞれに心に響く。若い

個性が輝いて、それぞれの言葉で語りかけ

てくれ、勇気と希望を与えてくれた。芝生

にゆったり腰下ろし、若者のコールに合わ

す心地よさ。戦争法案が成立したというの

に、闘いはこれからだと確信させる明るく

元気な集会だった。私たちの平和を願う運

動がこんなにも豊かに、うねりのようにひ

ろがるなんて、数ヶ月前までは思い描けな

かった。

安倍さんが、憲法の大切さを教えてくれ

た。勝手に決めたらあかんことも教えてく

れた。民主主義の大切さと民主主義のつく

り方までも教えてくれた。

「安倍さんありがとう、そしてさようなら」

（若者の言葉）。

Tell me what democracy looks like.

民主主義ってなんだ

This is what democracy looks like

これだ！
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北九市職労第142回定期大会開催

北九州市職労は９月27日（日）第142回

定期大会を開催し、執行部から15年秋季年

末闘争方針案並びに15年賃金確定要求案を

提起し、決定しました。

市職労方針案では、秋季年末闘争の基本

方向と、①不当な「給与制度の総合的見直

し」に基づくことなく、市役所で働くすべ

ての職員の生活の維持・改善につながる賃

金・労働条件の改善を行うこと。②「８０

００人体制」を撤回し、職員が人間らしく

働くために必要な人員配置を行い、仕事の

引き継ぎ、指導を確実にできる職場環境に

すること。③災害対応等の重要性を踏まえ、

現業職場の直営体制を維持すること。④非

正規・関連労働者の「雇い止め」を廃止す

ること。労働条件を改善し、「正規職員と

の均等待遇」「正規職員化」を実現するこ

と。⑤勤務成績評定による昇給延伸・一時

金の差別支給は行わないこと。の５項目を

重点要求として提案しました。また、「市

役所に働くすべての労働者の結集で、安心

して働き続けることができる賃金・労働条

件改善を勝ち取るとともに、憲法改悪を許

さず、市民生活と職員の権利を守るために

市民との共同を広げ、『行財政改革』を阻

止し、市職労の組織拡大・強化をめざし、

要求実現に向け奮闘することを決意する」

と大会宣言し、参加者全員で確認しました。

第１９回市民の会幹事会を開催

９月17日、第19回幹事会を開催。戦争法強

行採決抗議行動と重なり、幹事の出席は数人

でした。

石田市議より、9月市議会での質疑応答等に

ついて、下関北九州道路（第2関門橋）が必要

な理由を当局が説明できなかったこと、スタ

ジアム関連事業費が当初の1.5倍になっている

こと、スタジアムの50年後の維持費に関して

は、当局は「公共施設のマネジメントは40年

後、50年後は答えられない」と言っているこ

となどが報告されました。

その後、活動の基本と目標並びに組織強化

の方針を決定しました。幹事会の決定事項は、

市民の会HPに掲載しています。

＜活動の基本＞

北九州市政を分析・学習し、市民要求を政

策提言とし、広く市民に広報することを活動

の基本とし、今から北九州市長選挙を見据え

て戦う体制を築いていく。当面は２ヶ月に１

回のペースで学習会・シンポを開催していく。

＜活動の目標＞

市民要求運動を総括する「市民の会」を目

指していきます。「市民の会」構成団体を中

心に、日常的活動状況を把握、公表したり、

イベントの日程を調整する機能を果たす。そ

のために、ホームページの充実・更新・活用

を図る。市民の会ニュースの充実・定期発行。

今後の予定

・市民の会市民講演会 ムーブ大セミナールーム

講師：岡田知弘先生「地方創生を問い直す」

10月10日（土） 14：00～16：30

・辺野古の斗いのドキュメント映画

「戦場ぬ止め(いくさばぬとぅどぅみ)」上映会

10月6日（火）ムーブ大セミナールーム

１回目14時～、２回目18時～

10月9日（金）戸畑生涯学習センター14時～

ケアハウスらいふ戸畑18時～

10月12日（月祝）黒崎コムシティ７F

1回目11時～、２回目14時～

第34号 市民の会ニュース 2015年10月1日（2）

北九州市民の会ニュース


